
地域防災拠点
運営委員会委員研修

令和８年７月３日（金）
令和８年７月４日（土）



1.避難所の様子
2.地域防災拠点の基本事項
3.開設準備 各班の役割
4.ペット対策について

本日の内容



１ 避難所の様子 平成29年熊本地震 小学校避難所





配慮





◆憩いの場



◆ペット対策



◆衛生対策



◆ボランティア









◆協力





２ 基本事項
（地域防災拠点とは）



◆ 地域防災拠点の機能

１ 指定避難所（避難所）
自宅に住むことができなくなった住民が避難生活を行う場所

２ 物資配布・情報受伝達拠点
在宅避難者が物資や情報を入手する場所

３ 住民による救出・救護活動拠点
住民による救出・救護活動を行う拠点

４ 資機材・食材・飲料水等の備蓄
防災資機材、食料、水、生活用品等を備蓄



◆ 主な備蓄物資
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資機材等トイレ・水生活用品飲食料※

発電機仮設トイレおむつ（大人・子）飲料水 約2,200本

照明・投光器トイレパック5,000生理用品保存パン 1,000食

無線・電話トイレットペーパー身体拭きシートクラッカー1,000食

担架・リヤカー給水設備歯みがきシートおかゆ

給水用水槽哺乳瓶スープ

粉、液体ミルク類栄養ゼリー

感染症対策避難生活環境

マスク毛布（約240枚）

消毒液アルミブランケット

手袋パーティション

ハンドソープ簡易ベッド・エアマット

※配備数の基準は３食３日分に更新中



◆備蓄品の詳細リストは
こちらから確認できます。

https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/bosai_bohan/saigai/kyoten_manual.files/0096_20260702.xlsx



◆ 地域防災拠点の運営は住民が主体

平常時 災害発生時

• 発災時における課題等の確認

• 区役所や防災関係機関と連
携した実践的な拠点訓練の計
画・実施

• 町の防災組織と綿密に連携し、
訓練や研修などに多くの住民
が参加できる環境の整備

• 地域防災拠点の開設
• 避難所への誘導、作業分担の
割り当て

• 安全かつ秩序ある避難生活
の確保

※震災時の拠点運営は、地域防災拠点
運営委員会が中心となり、避難者全員
で協力して行う
※平時に運営員会に参加する区役所参
与は災害時には拠点へは参集しません。

地域住民を主体とし、学校関係者、行政も加わった三者で
地域防災拠点運営委員会を組織。



地域防災拠点は
いつ開設するの？



横浜市内１か所で
震度５強以上の
地震が発生した時に
地域防災拠点を開設

※被害情報の有無に関わらず開設します。
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参考 平成23年3月11日 東日本大震災
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運営委員の皆様は
地域防災拠点に参集して
開設・運営の準備をします。



必ず確認しておきましょう

・鍵は誰が管理している？
・運営委員の集合場所は？
・集合後の作業、手順は？



２ 開設準備
（参集した運営委員全員で対応）

発災直後は誰が参集できるかわかりません。

事前に活動事項を整理し、集まった人で臨機応変に

対応する必要があります。



発
災
か
ら

30
分

発
災
か
ら
30
分
～

１
時
間
30
分
程
度

発
災
か
ら
１
時
間
30
分
～

２
時
間
30
分
程
度

開設までの流れ

2 点検・救助用資機材の準備

３ 役割分担決め

４ 施設の点検

4-1 開設可能 4-2 開設不可

5-1 受け入れ準備 5-2 区本部へ報告

【実施事項】
・ トイレ対策 ・ 避難者スペースの区割り
・ 受付設置準備 ・ 立入禁止場所の表示
・ 仮救護所の設置 ・ ペット受入れ場所設置

6 準備完了・避難者受入れ開始

1 地域防災拠点 に参集



【集合場所】
備蓄庫前 を推奨

⇒作業は防災備蓄庫からスタートします。
⇒防災備蓄庫に運営員会名簿を保管
するなど、参集者のチェックをできるよう
にしておきましょう。

1 地域防災拠点 に参集



まずは防災備蓄庫から
・ 点検用資機材
・ 救助資機材 を出します。

⇒備蓄庫周辺のスペースにブルーシートなどを広げ、
その上に必要な資機材を並べると活動が容易に。

2 点検・救助用資機材の準備



参集した人で役割分担をしましょう。
≪分担の例≫
・本部（参集者の確認、情報の集約・記録）
⇒備蓄庫前で情報集約、後から参集した運営委員への指示など

・施設点検
⇒必ず２人１組で行動。チェックリストに沿って確認

・救助・救出活動（主に救出救護班を想定）

⇒地域で救助活動が必要な場合に対応

・避難者対応
⇒開設準備が完了するまでの避難者の対応・協力要請

３ 役割分担



① 学校周辺、体育館、トイレ等の損壊の有無につ
いて確認票１・２を用いて確認（内観＆外観）
※危険な場所は立入禁止等の表示をする

② ライフライン（電気・電話・上下水道）の使用可
否の確認
※スイッチの入切、水を流す等の方法で確認

４ 施設の点検



点検の際のポイント

点検時に把握した危険個所などは、
トランシーバーなどで本部へ連絡し、
ホワイトボードなどに記録しましょう。

⇒危険な箇所や、設備の不具合がある個所
は必ず立ち入り禁止、使用禁止の措置を！





施設点検の結果・・・

開設可能と判断
→ 避難者受入準備を行う。

開設不能と判断
→ 区役所に連絡し、指示を待つ。



開設可能な場合は、
５避難者の受入れ準備に移ります。
【準備内容】

・ トイレ対策
・ 避難者スペースの区割り
・ 受付準備
・ 立入禁止場所の表示
・ ペット受入れ場所設置
・ 仮救護所の設置
※人手が足りない場合は既に避難して
きている人たちに協力を求めてください



まずは
トイレ対策。
（人手が多ければ他の準備と同時進行で大丈夫）

＜重要＞

災害時のトイレは、初動で誤った使い方をすると、

その後の衛生環境を良好に保つことが困難になります。

トイレは点検・準備が確実に終わってから順次解放しましょう。

管理体制が整うまでは使用可能でもすべてのトイレを開放せず、段階的に

開放することも重要です。



①物理的な危険を確認（壁、天井に大きな
亀裂などがないか）

②断水状況を確認
→必ず上水道の蛇口で確認！
※次のスライドで説明します

③排水状況の確認（水を流してみる）
→音や流れ方など何か異常があれば使用禁止
【災害・緊急時】バケツでトイレを流す時に失敗しないために

◆ トイレの点検方法



断水状況の確認は必ず上水道の蛇口で確認！
学校のトイレ用水は「高置水槽」から供給されている
場合、水槽内の水の残量で一定期間はトイレを流せ
てしまう可能性有り
※上水道は直結給水化されているので、断水の
確認に使用できます。



①十分な水洗トイレが確保できる

② トイレパックを設置

③はまっこトイレを使用する

④汲み取り式トイレを使用

◆ トイレの使用判断



①物理的に危険 ⇒ 立入り禁止！！

②物理的な危険がない

（※）誤って水を流してしまう可能性もあるため、トイレが他で十分確保できてい
る場合は使用しないことを推奨

◆ トイレの使用判断（建物内のトイレ）

×○上水道
排水

水を調達できれば
水洗トイレ使用可水洗トイレ通常使用○

トイレパックトイレパック（※）×



トイレ対策例（きれいに使用しましょう）

トイレは専用のサンダルが備蓄庫に準備さ
れているので、確実に設置しましょう！



トイレ対策例（手洗い・消毒）



◆ 避難者スペースの区割り

不特定多数の人が同じ空間で

生活（寝泊り）するとき、どんなことが

気になりますか？

プライバシー

性別による
ニーズ

介護や
乳幼児



◆ 避難者スペースの区割り

男女のニーズの違いや乳幼児の
スペースなど、ニーズに合わせた
スペースの確保や避難者同士の距離
を保つことが必要になります。





◆区割り







◆ 避難者スペースの区割り

各地域防災拠点でのレイアウトは、

事前に大枠を決めておきましょう。



◆ 避難者受付の設置

設置場所
夜間、停電発生、雨天時といった様々な状況を
考慮した場所に設置する

受付スタッフ
• 交代要員を確保すること



◆ 立入禁止場所の表示

活用する教室や立入禁止区域の表示を行います。
※学校再開の観点からも校舎の使用は必要最低
限とします。

開設運営スターターキットや立入禁止テープなど
を使用します。



◆ 仮救護所の設置

受入れ開始前に救出救護班等により救出さ
れた負傷者に応急処置を行う場所です。

資機材：ブルーシート、救急箱、毛布等

※ 必要に応じて設置してください。



開設までの流れ（おさらい）
1 備蓄庫前に集合

2 点検用・救助用資機材の準備

４ 施設の点検

４-1 開設可能 4-2 開設不可

5-1 受け入れ準備 5-2 区本部へ報告

【実施事項】
・ トイレ対策 ・ 避難者スペースの区割り ・ 受付準備
・ 立入禁止場所の表示 ・ 仮救護所の設置 ・ ペット受入れ場所設置

6 準備完了

３ 役割分担決め



ここまでは班による活動ではなく

集まった人、全員で活動します。

時間がかかっても開設準備が

完了するまでは原則、避難者の

受入れはしません！



避難者を受け入れる準備が
整ったら、各所（受付、体育館
等）にスタッフを配置して避
難者の受入れを行います。

※この段階で避難所開設の旨を区本部に
連絡してください。



避難者受入初期の段階では
食料・飲料水（炊飯含む）の
準備は不要です。

ある程度落ち着いてから避難者
の手を借りて備蓄庫から取り出し
ましょう。

＜ One point ＞



３ 各班の役割



◆ 地域防災拠点

• 庶務班

• 情報班

• 食料物資班

• 救出救護班

• 学校再開準備班（学校職員が中心）



◆ 庶務班

(1) 拠点開設・運営に関する総合調整

(2) 区本部との各種連絡、調整に関する事項

(3) 会議の開催に際する事務局
(4) ボランティアの受付、その他対応
(5) 拠点の秩序やルールに関する事項

(6) 在宅被災生活者の支援調整に関すること

(7) その他、他の班に属さない事項



(2) 区本部との各種連絡、調整に関する事項

・ 開設、閉鎖連絡

・ 物資等の要請
食料物資班がリスト化したものを区本部へ要請

・ 避難者の健康維持

◆ 庶務班



(5) 拠点の秩序やルールに関する事項

・ 避難者の役割分担
（清掃、物資の整理、食事、物資の配布など）

・ 健康管理の励行

・ トイレの使用方法（断水時）

・ 防犯パトロールの協力

・ 拠点の時間割（起床、食事、消灯など）

◆ 庶務班



(6) 在宅被災生活者の支援調整に関すること

救援物資や、支援が必要な在宅避難者の

情報について相互に情報を共有する。必要

に応じて区本部に支援を要請する。

◆ 庶務班



泉区役所と地地域防災拠点の関係

地域防災拠点

• 開設報告

• 拠点で集約した地域の情報
（不足物資•避難者数•地域のニーズ等）

災害、支援等に関する情報等

区本部

電話、移動無線、アマチュア無線



市対策本部から追加の支
援物資が防災拠点に届く
と連絡があった！

物資の受け入
れ態勢の調整
を依頼 了解です！拠点運営委員の方と、

物資の受入れ場所、保管場所、
配布場所等を調整しよう！

依頼内容を運営委員に伝
達して対応を協議・調整

受け入れ場所は○○にします。
受け入れた物は一旦△△へ入
れよう。
配布場所□□にしましょう…

了解です！
配送担当に伝えます！

拠点動員職員が
調整結果を区本
部に伝達

地域防災拠点

拠点動員職員

拠点運営委員

泉区役所職員

泉区役所職員

区本部

連絡・連携のイメージ



◆ 情報班

(1) 避難者受付

(2) 各種情報集計（避難者、被害等）

(3) 避難所内、地域への広報



(２) 各種情報集計（避難者）

・避難者数集計表の作成
（様式第５号）

・負傷者等の情報を負傷者等連絡票に取りまとめる
（様式第９号）

・避難カードを基に避難者リストを作成
（様式第16号）

◆ 情報班



(2) 各種情報集計（被害等）

・地震
・救援物資
・医療機関
・住民の安否
・ライフライン
・公共交通機関
・ボランティア
・応急仮設住宅
・義援金等の支援

◆ 情報班

に関する情報
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◆ 食料物資班

(1) 備蓄物資・救援物資の管理・配布

(2) 拠点内のトイレ対策
トイレの使用方法について

(3) 拠点内の衛生管理対策
ごみ対策、清掃

(4) 拠点内の炊事関係



◆ごみの処理



◆ 救出救護班

(1) 倒壊建物等からの救出

(2) 負傷者の初期手当

(3) 拠点内の防犯パトロール

(4) 地域と連携した防災・防犯活動



４ ペット同行避難への対応について



ペット同行避難への
対応について

令和８年７月 泉区生活衛生課



これは何の数字でしょう？



今後30年以内に泉区が震度５強以上の
揺れに見舞われる確率

「ｊ-SHIS地震ハザードステーション」から
泉区役所所在地で検索

確率（％）震度

95.9震度５強

62.1震度６弱

16.8震度６強



大規模地震発生時の被害状況
（横浜市地震被害想定調査報告書H24年 から）

防災計画では、元禄型関東地震、東京湾北部地震、南海トラフ巨
大地震を想定し、各地震発生時の被害状況を算出

南海トラフ巨大地
震

東京湾北部地震元禄型関東地震

100,000人
（2.7％）

234,000人
（6.2％）

577,000人
（15.3％）

横浜市

4,454人
（3.0％）

3,687人
（2.5％）

22,455人
（14.9％）

泉区

泉区の避難者は

3,687人（2.5％）～22,455人（14.9％）

元禄型関東地震発生時の震度



泉区では

犬の登録数： 6，585頭（令和8年4月時点）

犬の同行避難想定数 165頭～981頭
・165頭（ 6585頭×2.5％ 東京湾北部地震）

・981頭（ 6585頭×14.9％ 元禄型関東地震）



災害時のペット対策 平常時の備え

◎住民の安全確保

ペット連れの方が避難をためらうことがないように

◎地域防災拠点の円滑な運営

予め準備しておくことで円滑な運営につながる

○他にも… 円滑な復興、復興後の地域問題の防止

横浜市民の防災・減災の意識取組に関するアンケート結果では避難所での避難生活で心配
なこととして「ペット同行避難の可否について」13.7%の回答があった。



ペット同行避難とは

発災時に飼い主がペットを連れて避難すること

※予め地域防災拠点で決定した

一時飼育場所で飼育します。

アレルギーのある方、動物が苦手な方もいる。

人間の避難場所とは別に一時飼育場所を設置し、飼
い主が協力しながらその責任で飼育する

世話をするのは
飼い主！！



地域防災拠点での準備

☐一時飼育場所の設定→R7年度全拠点設定済
資機材の準備

☐ペット飼育ルールの設定

☐拠点訓練で同行避難訓練の開催
一時飼育場所設営訓練



ペット一時飼育場所用開設キットの配付

令和７年度、全拠点に開設キットを配付しました。防災備蓄庫にあります。

開設キット外観
61.5cm×37.5cm×33cm

一時飼育場所開設に必要な物品
（ブルーシート、トラロープ、各種
文房具等）とマニュアルのひな型
が入っています



動物愛護センターから資機材配付
【対象】令和７年度に資機材配布を受けていない12拠点

【配布内容】

大型テントやペット用ソフトケージなど

指定資機材から選択し上限１０万円分

【申込】

医療局動物愛護センター※に

申込書（別紙４提出様式）にて申込

令和８年８月３日 受付開始（先着順）

郵送またはFAXまたはメール

※要申込

ワンタッチタープテント

防臭ゴミ箱

ペット用ソフトケージ

※医療局動物愛護センター
〒221-0864 
横浜市神奈川区菅田町７５−４

ir-saigaipet@city.yokohama.lg.jp
FAX：045-471-2133



ペット飼育ルールの設定を！

【ペットの飼育ルール等設定報告書（別紙１）の提出】

をお願いします。（２月26日までに拠点参与に提出）

※別紙１の裏面に飼育ルール例を掲載

データは、横浜市ウエブページやペット一時飼育場所用開設キット内の

DVDにあり

※一時飼育場所を変更された拠点も、別紙１で提出をお願いします。



ペット飼育ルールの設定を︕



ペット飼育ルールの設定を！



拠点訓練でのペットの災害対策メニュー例

・ペット一時飼育場所用開設キットの展示

・チラシの配布

泉区生活衛生課職員による拠点訓練での

展示・説明もできます ※要日程調整

泉区生活衛生課
TEL:045-800-2451，2452
Mail:iz-eisei@city.yokohama.lg.jp



参考情報



ポップアップテント
（各拠点３個配備）



間仕切りパーテーション
（各拠点５個配備）



避難所用テント
（１人用：各拠点４個配備）
（２人用：各拠点３個配備）



 テント型パーティション（４㎡/１人用）

【配備目的】

避難者の生活の質の向上を図るため、プライバシー保護等を目的として

配備します。

蓄品

梱包サイズ：750×210×180㎜程度 / 重量：約5.0kg

《展開時サイズ》
床面積 ：約2.0ｍ×約2.0ｍ＝約４.0㎡高
さ（内寸） ：約175cm （外寸）：約180cm

【運用のポイント】

プライバシー空間が特に必要な要配慮者などに

対して優先して活用

その他の避難者用は、市内の方面別備蓄庫等からの

プッシュ型支援により供給することを想定していま

す。

１人用（４㎡）パーティションは、スフィア基準である

１人あたり3.5㎡の避難スペースを確保できます。

更衣室、授乳スペース、洗濯物干し場やキッズスペー

スなど、個別の空間を作る際にも活用できます。



 テント型パーティション（７㎡/２人用）

【配備目的】

避難者の生活の質の向上を図るため、プライバ

シー保護等を目的として配備します。

蓄品

梱包サイズ：750×210×180㎜程度 / 重量：約6.0kg

《展開時サイズ》
床面積 ：約2.65ｍ×約2.65ｍ＝約7.0㎡
高さ（内寸） ：約180cm （外寸）：約185cm

【運用のポイント】

２人用（７㎡）パーティションは、中央に
仕切りを設けることができ、スフィア基準
である１人あたり3.5㎡の避難スペースを
２人分確保できます。



る備蓄品
 コット

【配備目的】

避難者の就寝環境の確保を目的に配備します。

【製品の特長】

脚の着脱により高さを変えることができます。

先端部分のメッシュ袋は、先端部分のメッシュ袋は、タオルや衣

服等を入れることで簡単な枕になります。
梱包サイズ：560×200×140㎜程度 / 重量：約3.5kg

《組立時サイズ》
長さ：約190cm 幅：65cm
高さ（脚取付け時） ：約40cm （脚取外し時）：20cm

【運用のポイント】

地域防災拠点に保管できる簡易ベッドの数は限りがある

ことから、健康配慮が特に必要な避難者に対して活用しま

しょう。

地域防災拠点での不足分については、市内の方面別備蓄庫

等からのプッシュ型支援により供給することを想定していま

す。

さらに不足する場合は、区本部に必要数量を要望すること

で、国等からの支援物資を地域防災拠点に供給します。



る備蓄品
 エアーマット及び空気入れ
【配備目的】

避難者の就寝環境の確保を目的に配備します。

【製品の特長】

空気入れを用いて簡単に膨らませることができます。

組み立て不要で、コットと比べ迅速に寝床の確保ができ
ます。

梱包サイズ：450×360×360㎜程度
重量 ：約19.5kg

《膨らませた後のサイズ》
長さ：約200cm 幅 ： 65cm

【運用のポイント】

収納スペースを取らず、付属の「空気入れ」または
「電動空気入れ」により簡単に膨らますことができま
す。

地域防災拠点での不足分が生じる場合には、パーテ
ィション同様、市内の方面別備蓄庫等からのプッシュ
型支援により供給することを想定しています。

さらにエアーマットが不足する場合は、区本部に必
要数量を要望することで、国等からの支援物資を地
域防災拠点に供給します。

梱包サイズ：300×220×160㎜程度
重量 ：約2.0kg

電動空気入れ本体



・運営は運営委員の方だけで行うものでは

ありません。

・避難してきた人も含め全員で協力しながら

運営をしましょう。

・運営委員会の方だけが頑張りすぎて疲労
しないことが大事です。

◆ 地域防災拠点の運営について


